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内陸工業団地規模の工場群からの大気
汚染と汚染防止に対するアセスメント
(1) SOx汚染に対する現状把握と将来予測
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Development of Environmental Assessment Technique for Air Pollu-
tion from lndustries Situated in lnland Area and 1 ts Control 
(1) SOx Pollution Estimates at Present and in Future 
Ichibei KUDO， Harue KUDO， Naoyoshi MATSUHIRO， Takashi KONDO 
Eizo SADA and Hidehiro KUMAZA W A 
日本のような複雑な地形に適した大気拡散モデルを工夫し，汚染の濃度分布数値計算法を確立し具
体的に内陸工業団地(三重県，能褒野工業団地)のSOx汚染の現状解析に適用し，計算法の妥当性
を示した。さらに当工業団地の，将来，生産能力IL対する大気汚染の影響を，提案した大気拡散モデ
ルのシミュレーションから検討し環境の評価を試みた.
緒言
近年，工場の再配置，地域開発にともない内陸地域の
工業団地が増加しつつある.内陸工業団地には，住宅，
農耕地lζ近いζと，および環境容量が比較的小さい乙と
もあり，公害対策の必要性が強調されている.本研究で
は，まず，乙れら工業団地規模の発生源に対して大気汚
染の実体把握と汚染質の濃度分布の推定を行なおうとし
た.そのため，日本の様な複雑な地形に適した大気拡散
モデルを工夫し，汚染質の濃度分布数値計算法を確立し，
実測値が比較的多い SOxによる汚染を取り上げ，その
精度を種々検討した.今後，内陸の工業開発化は計画段
階で大気汚染物質の拡散状況を事前に担握・評価し環境
破壊の未然防止をはかる乙とが必要であるが，その事前
評価の一手段としても役立つ乙とが考えられる.本論文
では，具体的に内陸工業団地(三重県，能褒野工業団地)
について，その周辺のSOx，NOx濃度の測定実施(名
古屋通産局，昭和51年度内陸工業開発総合事前調査)1ζ 
協力し，開発した大気拡散モデ、ノレによる推定と比較検討
を行なった結果と，当団地の将来生産能力に対する大気
汚染の影響を検討した結果を述べる.
1. 大気拡散モデルと計算法
ある煙源から放出される物質の煙源周辺の濃度分布の推
定には種々の式が提案されているが，最近，数値計算に
よる推定法が電子計算機の大型化lζ伴い精度を上げてき
た.既存の拡散式のほとんどが風向，風速一定というこ
ともあって，日本の様な複雑な地形には不適当であり，
事実あまり精度は良くない.
地形の変化の大きい地域では煙の蛇行も加味しなけれ
ばならない 蛇行運動を伴なった大気拡散には，風の空
間分布を与えた解析，流線解析を行なう乙とが必要であ
る.本研究では，対象地域の地形や摩擦効果を考慮して，
風向，風速の空間分布を推定し，乙の気流の流線にそっ
て，パフ。モデルを適用して汚染質の濃度分布を算出した.
流線K沿ったノfフ。モデルに基づ、く拡散計算の概要を明確
に示すために，その手順を流れ図として第1図に示す.
以下乙の流れ図に沿ってその内容を述べる.
1.1 気流の推算
一般に，気流は非圧縮性であるとすると，連続の式は
的手=告+考+努=0 (。
大気の運動は， Navier -Stokesの式によって与えられ
る.
- 聖、. ~惨を￥+f子=ー すgradp +grad (~div V) (2) 
上式で左辺第l項は慣性項，第2項はコリオリ項であり
右辺第1，2項はそれぞれ圧力項，粘性項である.調1)， 
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計算対象域の決定
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同高度補正資料選択
高度別の各格子点における
風速 (u， v) 
名高度における
風速 (w)
ッシュに対する
地形迂回効果による風補正
拡散計算の流れ図
直分布と接地層での風速が必要である.接地層での風速
はっきfの様にして求められる.数mの接地層では容易に
下方の地形や摩擦効果につり合い，又摩擦の一様な平坦
地を吹きわたってきた風は，すでに地表の摩擦効果にな
じんでいるとすると，慣性項が無視できるため式(3)，(4)， 
(5)は次の式となる.
32=o 
図
(2)から初期および境界条件によって未知関数が決定でき
れば，問題が解けた乙とになるが，非線型項が含まれて
いるので完全解は得られない.主風向を計算康標軸と一
致させ，大気の運動を定常の場(ずv/ot=O)で考え
ると，調1)，(2)は，
第
(6) 
1 0ロ oI ilu ¥ 
-fv=-~走+百互い言j
1 on . 0 I 見円 、v=ーす号+石い否~ ) (紛
上式はすでに EkmanやPrandtl1::よって解が得られ
ているので，地衡風速が与えられれば初期値が決まる.
本研究では，さらに地形による上昇，迂回効果として，
風のベクトルを次の式から決定した.
(の
(3) 
??
?
? ?
? ? ????
u義+w告-fv=ーす1i+:z(ν告)
u若+w老+fv=一す毎+去(νjf) (め
となる.乙れらの式を前進型の差分式1::変換し，表面摩
擦一様な平坦地を出発点として逐次計算すれば，数値解
が得られる.乙の際，初期値として，出発点での風の鉛
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d工商平工布玄 J工商T
， oh ， ，oh 
w =u ax -;Vay 
ここで， (u， v)は，地形による変化前の速度成分
で (u'，v'， w')は変化後の速度成分を表らわす.
告，号は地形の X，y，方向への勾配である
乙乙では，風速の高度変化については，
べき P乗則を使用した.
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(9) 
Uh=Uo (まr 同
。
乙乙で Uh は高度hでの風速， U。は基準風速， h。
は基準風速の高度(=15m)である.べき数Pは，安定
度と地面粗度 Z'oの関数としてつぎのように決定した.
~~ 
IHR ， SSN¥" 1 
P=log tz+王子'5)x正福豆一0.4拙
ZOR = Zo/100 
SSN =-0.5SN十1000
??
? 、 ? ，
?
?
???
?
こ乙で Z'oは地面粗度 [cml，HRは大気境界層厚さ，
SNは安定度地号である.
第 1表l乙安定度番号SNとパスキル安定度の対応を第
2表fCは，地面糧度を記載した.
第 1表安定度番号
S N :安定度番号
パスキル安定度
第 2表地面粗度
建 物 建 物 森 林 林 草 地 裸 地 輔装道路 )1 
Z。
(密) (粗) (密) (粗) (グランド)
( cm ) 3 0 0 2 4 0 2 0 0 150 100 8 0 7 0 1 0 
1-ー
第 3表 大気安定度分類表
地上10mfζ 日射量 callcm2 本 雪~雪" 夜
おける風速 (8 -10) 上層雲(10-5)雲 量
(m/s) 150 50-25 <25 本雲の夜 中下層雲 (7-5) (4-0) 
三玉 2.0 A A-B B D 
2.1 -3. 0 A-B B C D E F 
3.1 -4.0 B B-C C D D E 
4.1 -6.0 C C-D D D D D 
> 6.0 C D D D D D 
A:最も不安定 D 中立 F:最も安定
1.2 拡散計算式
(a)大気拡散式
例えば，第2図lζ示すごとく，地形を大気安定度の効
果などによって流線が与えられ一定時間持続すると仮定
する.そして煙が流線上を拡がって行く段階で，それぞ
れに仮想、煙源を作る.位置p(x，y，z)での濃度Sはあ
る時間 tfζ，これらの仮想煙源によってもたらされる濃
度を積算することによって求められる.したがって，今，
気温が全層一様であると仮定すると，位置Pの濃度Sは
次の式で与えられる.
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格子点
第 2図拡散過程
S= 12 Jt叫(ーを(Xl，-:Xr } x
(2π)σxσyσJ 、
叫{ーを(需主r}e叫ー を(ザr}dt (r暗
乙乙で， Qは時間 L1T (パフ時間
間隔)あたりの汚染質排出量，(Xl， 
Yl， Zl)は仮想煙源の位置である.
(σx，σ" "z)は，パフの拡散幅で本計
算では， 九 =σyと仮定した.
(b) 排出量の算出
流線上の仮想、煙源からの排出量
Q(L)は，ある時間内排出量が一定
K保たれるとして
Q(L) =Qo x L1T x U ojU(L) 切
により算出した.ただし， Q。は排
出源での単位時間あたりの汚染質排
出量，L1T はノfフ時間間隔であり，
計算では60秒とした U(L)は各
を用いた.乙乙で， H巴・煙突有効高度 [mJ，Ho :煙
突の実高 [mJ，L1h 煙の上昇高さ [m)，QH :煙の排
出熱量 [cal!sJ，u :風速 [m/s J， L1θ'jL1z: 気温・減率
[oc/ mJ， po : 150 C における排ガス密度(キ1.225X 103) 
Cgjm3)， Q :排ガス量 Cm3js)，，cp'・排ガスの定圧比熱
(=ト0，24)[cal!g・oCJ，L1t :排ガス温度として気温の差
[0 CJ. 
(d) 拡散幅
簡単な気象要素などから拡散幅を推定する方法は，地
域に固有な効果は取り入れられないので，対象地域での
トレーサー拡散実験から σy~ a z を評価する乙とが望ま
しい. しかし，時間，予算の制約もあるため，こ乙では，
パスキルの拡散幅を採用した.第3および4図は，パス
キノレの拡散幅σy，σzの風下距離 xlこ対する関係を示した
るのである.図中の安定度は第3表のとおり地上風速，
日射量，雲量などの気象要素から決定される.
1 UI 1ω 
第 3図パスキルの水平拡散幅
(A-Fは安定度)
仮想、煙源での流線に沿う風速[m/s1， Uoは排出源での
風速[m/sJすなわち
?。?
である.上式でQのみQl二 QoL1TI2 とした.
(c) 煙突有効高度
CONCAWEの式を採用した.
He=Ho+L1h 
L1h=O.175QHl/2ju3/4 (u>O) 
静穏時 (u=O)には.Briggsの式
L1h=1.4QHl/4(L10 j L1Z) -3/8 
QH=PoQcpdt 
第 4図パスキjレの垂直拡散幅
ω 
2. 測定結果
調査対象とした能褒野工業団地は未完成であり，計画
l乙対する既設置分の比率は敷地面積で約66%程度である.
現在，大気汚染に関して，汚染源の発生量から見る限り
比較的規模は小さいが，将来各種工場が進出した場合，
局部的な汚染を生じる可能性がある. したがって，乙れ
らの工場の進出による大気環境の変化を泡援するため，
事前に団地周辺の環境汚染の現況を測定し，また，汚染
の予測を行なう必要がある.乙の目的のために，名古屋
通商産業局は， (財)日本気象協会東海本部に依頼して，
昭和51年12月15-17日に，団地周辺における 802，NOx 
濃度および気象データとして風向，風速，日射量などを
測定した.愛知工業大学経営科工藤研究室は測定lζ協力
しTこ.
団地内および周辺において，第5図K示すことく，間
(l~ 
帥
自1)
凶
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隔 1km以内の24地点、を測定点に選んだ冒 24ケ所の測定
点について， 15日16時， 16日10時および17日10時から
各 1時間，風向，風速， S02 i濃度， NOx濃度を測定し
た.とくに第5測定地点では風向，風速，日射量を連続
記録した.S02， NOx濃度は各測定点で地上l.5 mK設
置したハンディ・エアーサンプラーを用いて，吸引速度
l. 5Qlminで60分間捕集後，それぞれパラロザニリン法，
ザノレツマン法で求めた.
24測定点における S02， NOx濃度の測定結果を第
4表l乙示す.第6，7， 8図lとは，各測定回数における
S02濃度分布およひー気流が示されている. 図中，実線は
S02濃度の等高線，破線は気流線を示す p
(a) S02濃度
第1回目， (12月15日 16-17時:第6図)
風上にほとんど煙源がないこともあって，妥当な濃度分
第6図 S02濃度分布図(第1回目)
第5図能褒野工業団地周辺図
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第7図 802濃度分布図(第2回目)
布を与えている.乙の場合の最高は団地南東の第10測定
点で0.007ppmであった. (環境基準は 1時間値が0.1
ppm). 
第2回目(12月16日 10-11時:第7図)
全体iζ802濃度はやや高くなっている.測定値の最高は
第8図 802濃度分布図(第3回目)
第12測定点の0.010ppmであった.風向がE8Eであり，
風上側の鈴鹿市にある煙源の影響が見られる.
第3回目(12月17日 10-11時:第8図)
前夜の雨と強風で吹き流された後であり.全体lζ濃度が
低く，検出限界以下ないし.O.OOlppm程度であった.
第 4表 802. NOx濃度測定結果
団き竺 Dec..15 16: 00-17: 00 ].8.T. Dec.16 10:00-11:00 ].8.T. Dec.17 10: 00-11 : 00エsτ
地点番号 N02(ppm) NO (p戸n)802(ppm) N02(ppm) NO (ppm) 802(pp立1)N02(ppm) NO (ppm) 802(ppm) 
I 0.073 0.034 0.002 0.031 0.029 0.008 0.004 0.007 0.000 
2 0.012 0.007 0.003 0.006 0.005 0.007 0.000 
3 一 0.002 0.033 0.014 0.007 0.004 0.006 0.000 
4 0.003 0.031 0.031 0.006 0.008 0.008 0.000 
5 0.038 0.070 0.003 0.029 0.013 0.006 0.007 0.005 0.000 
6 0.014 0.095 0.003 0.022 0.011 0.005 0.006 0.008 0.000 
7 0.014 0.014 0.001 0.030 0.012 0.006 0.005 0.006 0.000 
8 0.055 0.092 0.005 0.033 0.020 0.008 0.012 0.016 0.001 
9 0.027 0.016 0.004 0.027 0.014 0.009 0.006 0.000 
10 0.030 0.057 0.007 0.008 0.008 0.010 0.000 
1 0.002 (0.003) (0.005) 0.005 0.006 0.006 0.000 
12 0.038 0.033 0.003 0.043 0.034 0.010 0.005 0.006 0.000 
13 0.003 0.022 0.015 0.007 0.005 0.006 0.000 
14 0.004 0.031 0.003 0.027 0.018 0.009 0.004 0.005 0.000 
15 0.026 0.024 0.003 0.024 0.015 0.008 0.004 0.005 0.000 
16 0.024 0.009 0.003 0.0 1 4 0.016 0.007 0.004 0.0.00 
17 0.054 0.034 0.003 0.021 0.019 0.008 0.004 0.008 0.001 
18 0.023 0.011 0.003 0.029 0.015 0.006 0.004 0.004 0.000 
19 0.036 0.011 0.003 0.008 0.003 0.005 0.000 
20 0.004 0.029 0.009 0.007 0.005 0.008 0.000 
21 0.015 0.003 0.031 0.013 0.008 0.004 0.006 0.000 
22 0.026 0.017 0.004 0.025 0.025 0.003 0.005 0.006 0.000 
23 0.019 0.011 0.004 0.029 0.012 0.008 0.003 0.004 0.000 
24 0.011 0.022 0.004 0.012 0.023 0.008 0.003 0.006 0.000 
」一
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(b) NOx濃度
窒素酸化物 (NOx)の場合には， S02と異なり固定
発生源よりも自動車など移動発生源の影響が強く現われ
る.調査対象地域内には東名阪道路および国道 1号線，
乙れらを結ふう白方主要道路が複雑に交錯し，固定発生源
とともにNOxの濃度分布を複雑にしている.
第1回目(12月15日:16-17時) 風上に東名阪道路が
あり，風速は比較的弱かったため，対象地域のN02濃度
はやや高く， 0.012-0.055 ppmであった.東名阪道路1:
近接した第1測定点で最高値0.073ppmを記録したが，
風向から考えてこの様な高濃度が現われるような地点と
は考えられない.原因不明の異常値と考えるべきである.
第2回目 (12月16日:10-11時) 風ょに国道1号線
が存在し，乙の付近の第12測定点で0.043ppmを記録し 第9図煙源位置(現状)
第 5表 有効煙突高度表(現状解析用資料) 気象要素人力表
煙
(要高度m) 
S02排出量Q(cm3/sec) 有効煙突局度 (m)
源 座 (K標m) Dec. 151 Dec. 161 D巴c.17Dec. 151 Dec. 161 Dec. 17 
番 16:001 10:001 10:00 16: 00 1 10: 00 1 10: 00 
号 X Y I I I I I I 1 I 1 I 17: 00 1 1・001 11: 00 17 : 001 11: 00 1 11: 00 
エ持¥ 気象要素
Dec.15 WD:WNW 
16: 00 W S : 1. 0 m/ s 
1 3.04 2.30 20 3.1 3.1 3.1 57 81 38 17: 00 ST:B 
2 2.84 2.4 5 25 0.0 0.0 0.0 122 188 74 
3 2.65 2.35 7 1.8 2.8 2.8 22 32 14 
4 3.64 1.75 15 234.8 167.7 141.6 40 57 28 
Dec.16 WD:ESE 
10: 00 WS : 0.5 m/s 
5 3.55 2.42 20 226.4 452.8 226.4 66 97 43 11: 00 ST:B 
6 4.64 1.64 15 1.3 1.3 1.3 36 50 26 Dec.17 WD: NW 
※排出量Qは稼働率を掛けた実績値 ※WD=風向 WS=風速 ST=安定度 10: 00 WS: 2.5m/s 
たが，全体として， 0.03ppm近傍の値を示した.
第3回目(12月17日:10-11時) 前夜の雨と強風に
吹き流された後で， N02濃度は0.012ppm以下であった.
3.考察
まず気象および大気の調査・測定結果および煙源調査
資料を用いて測定時刻における気象条件，稼動状態で大
気拡散シミュレーションを行なった.つぎに，乙のシミ
ュレーション結果を実視u結果と照合し，第1節で述べた
大気拡散モデルの妥当性を検討したうえで，将来計画に
基づいた大気汚染シミュレーションを行ない，将来の大
気汚染の予測，評価を行なった.
3.1 -現状評価
拡散計算に入力した煙源の位置を第9図に，その煙源
の煙突高さ， S02排出量等を第5表に示した.
各煙源からの流跡線を第10，1， 12図1:示した.前lζ
述べたように，本研究の拡散モデルは，乙の流跡線1:沿
って時間間隔JT (60sec)ごとに，仮想煙源を作り，パ
1 : 00 ST:B-C 
フモデルに準拠して対象地域の汚染質濃度を計算すると
からなっている.乙の流跡線の計算は濃度算出の基礎で
あり，高い精度が要求される.計算結果，第10，1， 12 
図は，それぞれ第6，7， 8図1:示す気流の実測結果と
よく合っている.また，弱嵐のときも，第1図1:見られ
るように気流のう回する様子がよく出ている.
3回の測定時と同じ煙源稼動状態でのS02濃度の計算
結果を第13，14， 15図に示す.図は数値計算における 4
格子点の平均値に基づいて等濃度線として表わしたもの
である.
第 1回目(12月15日:16-17時.第13図) 計算結果
(第13図)は実測結果(第6図)と似た濃度分布になって
いる.両図を比較すると，測定時における移流分を含む
パックグランド値は約3ppbと評価されている.それを
明瞭に示すために，計算結果が， 0.1 ppb以上の地点に
ついて実測値との相関をとってみた.その結果は第16図
lζ示されるように，きわめて良好といえる.相関図の y
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切片 (bの値)， 3.46 (ppb) ，は測定時のパックグランド
と考えられ，前述の評価値3ppb!ζ近い.
n=8 
0=0.9918 
b=3.46 
。
4 3 
?
?2 
S02・calcu.，ppb 
第16図 計算値と測定値の相関
第2回目 (12月16日 10-11時:14図) 弱い東より
の風であるため，実測値(第7図)!とは鈴鹿市の煙源か
らの影響が含まれている.シミュレーションには鈴鹿市
の煙源の寄与を入力していないので，計算結果(第14図)
第17図煙源位置(将来)
85 
第18図拡散計算による 802濃度分布図(将来Case1 ) 
第19図拡散計算による 802濃度分布図(将来Case2) 
第20図拡散計算による 802濃度分布図(将来Case3) 
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IL近い分布になる.乙の場合移流分を含むノてックグラン
ド値は約6ppbである.
第3回目(12月17日 10-11時.第15図) 全体に低
濃度でほとんど検出限界に近い濃度となっている(第8
図)乙とは，計算結果(第15図)fともあらわれている
以上を総合すると，実際の風向の変動および802濁支
パックグランド値を考慮すれば，計算結果は実測濃度分
布とかなりよい精度で一致していると言える.
3.2 将来汚染予測
将来汚染の推定予測には，汚染質 (802)排出量が最
大の場合を考える乙とが安全である.気象条件のうち風
向，風速については(i)年間最多風向(W) および次に多
い風向(WNW)，(並)各煙源からの汚染の重合が最も大き
い風向(NNW)，の微風と年間平均風速を，大気安定度
としては不安定と中立を選んだ..
煙源位置を第17図lζ，煙突高さ， 802排出量，気象要
素等を第6表に示した.Cas巴1，2， 3 Iζ対する拡散
シミュレーションの結果をそれぞれ第18図， 19図， 20図
に与えた.図は現状解析の場合と同様， 250mx 250mメ
ッシュの4格子点の平均濃度fL基づいて表わされている.
まず802推定濃度と環境基準との関係を考察しよう.
いづれのケースも250mメッシュ内の平均濃度は100ppb
以下であるので 1時間値は，満足している.ごく一部で，
40ppbを越えているがζのような気象条件，最大排出量
が24時間続くとは考えられない.しかし，入力資料は工
業団地内および付近の煙源に限られているので，他地域
の大煙源からの寄与による汚染の重合については考察を
加える乙とはできない.今後，他地域の大煙源からの移
流分を含めたパックグランドと気象要素の関係を調査，
研究する必要があろう.
つぎに，第18，19， 20図をもう少し細かく検討してみ
よう.全般に煙突があまり高くないので煙源近傍に高濃
度があらわれやすい.第7表は高濃度域の煙源別寄与を
ppb単位で示したものである.表中の1otalは，位置(X，
y)の802濃度に等しい.表は，煙源107-111が高濃度
域の出現IL大きく寄与している乙と，煙源110と111，108
と109からの汚染が重合しやすい ζ とを示唆している.
つぎに高濃度域出現IL:大きく寄与する煙源107-111か
らと排出が重合すると考えられる風向， NNWIL:対して
将来汚染のシミュレーションを行なった.乙の場合，第
6表lζ示したどとし対象煙源として， 802排出量の大
きい煙源107-111と114を選んだ.計算結果は，第21図と
なり， 250mメッシュ平均濃度が40ppbを越えるととはな
い.高濃度域の煙源別寄与を第8表IL記載した.乙乙で
も，高濃度出現に煙源110が大きく寄与している乙とが
分かる.煙源110は802排出量が1306cc/secと多い割に，
煙突が低い(12m)乙とからきわめて当然な結果である.
煙突を高くする ζとは問題の本質的解決lとはならないが，
局地的な高濃度汚染はさけられる.煙突を高くした場合，
高濃度域出現への寄与がどのように低下するか今後検討
するつもりである.
結言
能褒野工業団地から排出される二酸化硫黄による周辺
への汚染の程度を評価する際，他地域(四日市，鈴鹿)
第 6表 有効煙突高度表 (将来予測用資料) 気象要素人力表
;プq煙b て 座標 (Km)
重量( 叫
802排出量 有効煙突高度ωQ (cm31 sec) 
番号 X I Y Case 1-4 Case 1 I Case iTc~~~ 31 Case 4 I ふ気象要素
1 0 1 3.04 2.30 20 25.0 83 83 45 WD:WNW 
102 2.76 2.4 0 18 13.3 61 61 35 1 W 8: 1. 0 ml s 
103 3.20 2.30 14 4.9 47 47 27 8T:B 
104 3.20 2.30 6 0.5 55 55 30 
105 2.85 2.45 25 36.8 122 122 63 WD:W 
106 2.65 2.35 7 13.7 22 22 13 2 W 8 : 1.0 ml s 
107 2.94 3.50 50 2811.4 183 183 102 183 8T:B 
1 08 3.64 1.75 15 372.8 40 40 25 40 WD:WNW 
109 3.50 1.50 1 5 357.7 53 53 30 53 
11 0 2.94 3.00 1 2 1 3 0 6.7 74 74 36 74 
3 W8: 3.5m/s 
111 3.55 2.42 20 532.0 66 66 38 66 8T:D 
112 4.64 1.64 15 1.3 36 36 23 WD:NNW 
11 3 3.04 3.75 11 4.6 50 50 26 4 W8 : 1.0 m/s 
11 4 2.30 2.20 20 980.0 89 8T:B 
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第 7表 高濃度域の煙源別寄与 (単位:ppb) 
L土ース 1 2 3 
九三 X : 14， 15 X: 17， 18 X : 15， 16 X : 17， 18 X : 17， 18 X : 19， 20 Y : 12， 13 Y: 6， 7 Y : 12， 13 Y: 7， 8 Y : 10， 1 Y: 5， 6 
1 0 1 O. 0 0.0 1 9 2 。 0.001 9 。 O. 0 
1 0 2 。 0.0 1 2 2 0.0 028 0.0008 0.0 0.0 
1 0 3 。 0.0 0 2 1 O. 0 0.0003 0.0 O. 0 
1 0 4 。 0.0 002 。 0.0 。 。
105 0.0 0.0 1 87 0.0 1 30 0.0003 0.0 。
106 。 0.0 1 8 9 0.0 0 2 4 0.0 0 0 9 。 。
107 0.3692 0.0 0 0 2 O. 0 0 0 9 。 。 0.0 
108 。 6.8 0 2 9 。 8.3 7 8 4 0.0 5.9 8 6 0 
1 0 9 。 5.3069 O. 0 7.1 5 8 9 。 1.2876 
110 20.446 1 O. 0 0 6 6 21.4878 。。 21.4521 0.0 
111 0.0 0.003 2 O. 0 0.0 2 8.3 9 5 4 O. 0 
1 1 2 。 0.0 。 0.0 。 。
113 0.0 。 O. 0 O. 0 。 。
ppb ppb ppb ppb ppb ppb 
Tota! 20.8 1 2.2 2 1.5 
第 8表 高濃度域の煙源別寄与(単位 ppb)
4 
百三 X : 16， 17 X = 14， 15 Y: 6， 7 Y = 10， 1 
107 3. 7 6 4 7. 7 1 1 
108 9. 8 9 6 。
109 O. 6 2 0 。
1 1 0 O. 0 2 9 2 5. 3 4 8 
1 1 1 2. 48 9 O. 0 1 3 
114 。 . 0 
ppb ppb 
Tota! 1 6. 8 3 3.1 
の大煙源からの移流による汚染の重合を充分に考慮しな
ければならない.乙の乙とは，今回の調査で，東よりの
風の時工業団地およびその周辺の二酸化硫黄濃度が 3~
4ppbかさ上げされた実測結果からもうかがえる.今後，
他地域の大煙源からの汚染濃度と気象要素の関係を実測
または大気拡散シミュレーションiとより推算する必要が
あろう.能褒野工業団地の将来煙源資料l乙基づいた二酸
化硫黄の汚染に関する大気拡散シミュレ ションによれ
ば，稼動率が最大のとき，きわめて限られた狭い地域で
40ppb (24時間値)IC近づく可能性がある.
しかし 3 計算には考慮できない風向の変動および計算
1 5.5 49.6 7. 3 
第21図 拡散計算による SO，濃度分布図(将来Cぉ e4)
に用いたメッシュ隔が250mである乙とを考えると，汚
染濃度40ppbに近つ、く可能性はさらに小さくなる.また，
計算に設定した稼動率および気象要素が24時間続くこと
は考えられない.したがって，将来，工業団地自身から
の汚染により， 24時間値， 40ppbを越える乙とはない.
しかし，風向によっては，他地域の大煙源からの移流に
よる汚染濃度のかさ上げがある乙とは念頭におくべきで
ある.
